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小浜湾海底下の淡水性地下水の分布と周辺陸域地形との関係

Relationship between the distribution of freshwater groundwater

under the seabed at Obama Bay and the surrounding terrain of the

land
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　福井県小浜市に隣接する小浜湾では、これまでに、海底湧水の研究が精力的に行われており、小浜湾では海

底湧水が湧出していることが明らかとなっている。しかし、海底湧水の賦存状況、つまり、海底下の淡水性地

下水の分布状況については、まだ不明な点が多い。近年、海底下の水理構造を明らかにする目的で、曳航型の

海底電気探査システムによる海底の地盤を対象とした電気探査が各地で行われている。海底下に淡水が存在す

れば、その部分の比抵抗は周囲と比べ高くなる。電気探査で海底下の比抵抗分布を明らかにすることで、海底

下の淡水の分布を見ることが出来る。本研究では、曳航型の電気探査システム（SuperSting: Advanced

Geosciences, Inc.）を用いて、小浜湾の海底下の比抵抗分布を明らかにし、海底下の淡水性の地下水の分布状

況を把握することを目的とする。加えて、その分布状況と周辺の陸域地形との関係性から、淡水性地下水の分

布理由について考察する。 

 

　曳航調査を行った海底下の比抵抗値が示した範囲はおよそ0.1〜6Ωmであった。1Ωm以上の比較的高い値

が見られた場所は、主に、扇状地の扇端部の沖合の陸に近い場所であった。調査地北部海域の扇端部から沖合

方向に向かって観測した結果では、沖に向かって高比抵抗のエリアが伸びていた。しかし、さらに沖合では高

比抵抗の場所は見られなかった。これらのことから、高比抵抗のエリアは汀線から沖に向かって500ｍ程度広

がっており、淡水性の地下水が、海底下数十mの深さに存在している可能性が示唆された。 

 

　調査地南部海域の北川流域河口部では、汀線から1km離れた場所で高比抵抗部が見られ、淡水性地下水が存

在している可能性が示唆された。海底地形図を見ると、北川河口部から沖に向かっては、海底の傾斜が緩やか

で、北川からの堆積物に覆われている可能性が高い。高比抵抗が観測された場所はその部分に当たり、海底に

堆積した扇状地堆積物中に淡水性の地下水が存在していることが推察された。つまり、陸域の地下を流れてき

た地下水が、そのまま海底下の扇状地堆積物内を流れて、海底下に淡水性地下水を供給していると考えられ

る。 

 

　以上のことから、小浜湾における海底下の淡水性地下水の分布は、陸域の扇状地の地形に強く影響されてお

り、扇状地堆積物の海底下での広がりが淡水性地下水の分布を決めている可能性が示唆された。
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